
「
食
品
衛
生
全
国
大
会
（
食

品
衛
生
功
労
者
・
食
品
衛
生
優

良
施
設
表
彰
式
典
）
並
び
に
食

品
衛
生
指
導
員
全
国
大
会
」
が

東
京
の
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。大

会
初
日
の
18
日
は
、
午
前

に
食
品
衛
生
セ
ン
タ
ー
講
堂
で

全
国
支
部
長
（
会
長
）
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
、
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
に
て
食

品
衛
生
指
導
員
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
部
で
は
、

全
国
の
食
品
衛
生
指
導
員
、
食

協
関
係
者
が
出
席
し
、
全
国
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
に
よ
る
食
品
衛

生
指
導
員
体
験
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
年
は
、
当
協
会
名

東
支
部
の
世
古
剛
氏
が
東
海
北

陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
と
し
て
「
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
通
過
点
」
と
題
し

て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
日
本
食
品
衛

生
協
会
理
事
長
表
彰
が
行
わ
れ
、

当
協
会
か
ら
食
品
衛
生
指
導
員

1
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

翌
19
日
に
は
、
日
本
橋
の
明

治
座
で
、
第
一
部
の
食
品
衛
生

功
労
者
・
食
品
衛
生
優
良
施
設

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
当
協
会

か
ら
は
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

食
品
衛
生
功
労
者
3
氏
、
食
品

衛
生
優
良
施
設
1
施
設
、
日
本

食
品
衛
生
協
会
会
長
表
彰
食
品

衛
生
功
労
者
5
氏
、
食
品
衛
生

優
良
施
設
2
施
設
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

第
二
部
の
観
劇
会
で
は
、
音

楽
劇
「
浅
草
キ
ッ
ド
」
の
公
演

を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

表
彰
式
、
食
品
衛
生
指
導
員

全
国
大
会
と
も
盛
大
な
大
会
で

し
た
。

受
賞
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

食
品
衛
生
功
労
者

坪
内

大
二
（
北
）

平
出　
　

眞
（
西
）

浅
岡

哲
也
（
中
村
）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

食
品
衛
生
優
良
施
設

ユ
ニ
オ
ン
商
事
（
株)

（
西)

日
本
食
品
衛
生
協
会
会
長
表
彰

食
品
衛
生
功
労
者

松
田

憲
司
（
中
村
）

近
藤
美
喜
男
（
中
）

東　
　

幸
子
（
昭
和
）

濱
嶋

恭
正
（
名
東
）

山
田

修
三
（
天
白
）

日
本
食
品
衛
生
協
会
会
長
表
彰

食
品
衛
生
優
良
施
設

和
ダ
イ
ニ
ン
グ
陽
だ
ま
里（
西
）

若
雀　
　
　
　
　
　
（
瑞
穂
）

日
本
食
品
衛
生
協
会
理
事
長
表
彰

食
品
衛
生
指
導
員

池
戸

弘
子
（
西
）

食
品
衛
生全

国
大
会

令
和
５
年
度
食
品
衛
生
全
国
大
会
が

１0
月
１８
、
１９
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

{

当
協
会
の
受
賞
者
と
受
賞
施
設

(

順
不
同
、敬
称
略)}

浅岡　哲也 氏 平出　眞 氏 坪内　大二 氏
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ノロウイルスによる食中毒は、例年、冬季に流行します。また、平成30年から令和₄年までの₅年間に

本市で発生した食中毒事件において、患者数は第₁位、発生件数は第₃位でした。

本市では、11月から₂月を「ノロウイルスによる食中毒防止対策期間」と定め、事業者に対し重点的な

監視指導の実施や、名古屋市食品衛生協会と連携した消費者等への啓発活動を行います。

また、市内でノロウイルスによる食中毒の発生が予想される場合には、｢ノロウイルス食中毒注意報・警

報」を発令して注意を呼び掛けます。

【ノロウイルス食中毒予防の４原則】

①　�持ちこまない＝調理する人の健康管理に注

意！

�嘔吐や下痢の症状がある場合は、調理を行わ

ないようにしましょう。

②　�つけない＝正しい手洗いの徹底！！　調理器

具の洗浄・消毒！

�調理前、トイレ後、盛り付け前などには、特

に念入りに手を洗いましょう。

�調理器具類は洗浄後、熱湯又は次亜塩素酸ナ

トリウムで消毒しましょう。

③　加熱する＝中心部まで十分加熱する！

�食品は中心部まで十分に（二枚貝など汚染されているおそれのある食品は85～90℃で90秒間以上）加

熱しましょう。

④　ひろげない＝定期的な消毒・清掃、汚物の適切な処理！　

調理する場所、トイレ等は定期的に清掃・消毒しましょう。

嘔吐物などの汚物は適切に処理しましょう。

症状が無くてもノロウイルスに感染している場合があります。日頃から感染している可能性があること

を意識して従業員全員が手洗いを徹底し、使い捨て手袋を適切に使用するなどしてノロウイルスによる食

中毒を防ぎましょう。

名古屋市では、正しい手の洗い方や次亜塩素酸ナトリウムの希釈方法を動画で紹介しています。ノロウ

イルス食中毒予防の参考に、ぜひご覧ください。

名古屋市保健所　食品衛生課　電話　052–972–2646

○�動画は『まるはっちゅ～ぶ』で公開中！

https：//www.city.nagoya.jp/dogakan/indexhtml

名古屋市からのお知らせ
ノロウイルス食中毒に要注意！！

〈正しい手の洗い方〉 〈消毒液の作り方〉

➡
視聴は
こちら

➡
視聴は
こちら

2

№382　令和 5年 11 月 1 日



ふ
ぐ
を
取
扱
う
営
業
者
の
皆
様
へ

令
和
5
年
9
月
14
日
、
名
古

屋
市
公
館
に
お
い
て
、
公
益
社

団
法
人
名
古
屋
市
食
品
衛
生

協
会
と
名
古
屋
市
の
共
催
で

「
食
の
安
全
・
安
心
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
「
身
近
で
起
こ
る

食
中
毒
を
予
防
す
る
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
名
古
屋
市
地
域
女
性

団
体
連
絡
協
議
会
（
女
性
会
）

か
ら
5
名
、
食
品
衛
生
協
会
か

ら
6
名
、
名
古
屋
市
か
ら
3
名

が
出
席
し
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
食
品
衛
生

協
会
会
長
よ
り
「
当
協
会
は
昭

和
32
年
に
設
立
さ
れ
、
食
中
毒

の
予
防
、
賠
償
共
済
の
普
及
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
や
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
食

中
毒
は
未
だ
発
生
し
て
い
る
。

今
後
と
も
情
報
の
提
供
や
十

分
な
加
熱
、
手
洗
い
等
の
衛
生

管
理
の
徹
底
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
食
の
基
本
で
あ
る
安
全

を
守
り
、
消
費
者
の
皆
様
の
信

頼
に
こ
た
え
る
こ
と
が
最
も

大
事
で
あ
る
。
今
回
の
意
見
を

今
後
に
活
か
し
た
い
。」
と
挨

拶
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
名
古
屋
市
か
ら
、
最

近
の
食
中
毒
の
発
生
状
況
や

食
中
毒
予
防
、
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
食
品
衛
生
協
会
か
ら
、

消
費
者
の
方
へ
の
食
品
衛
生

の
啓
発
、
協
会
会
員
へ
の
巡
回

指
導
を
通
し
た
自
主
衛
生
管

理
の
推
進
、
食
品
衛
生
の
向
上

に
関
す
る
講
習
会
開
催
な
ど

の
協
会
の
取
り
組
み
を
説
明

し
ま
し
た
。

そ
の
後
女
性
会
か
ら
、
ウ
エ

ル
シ
ュ
菌
や
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌

に
よ
る
食
中
毒
の
予
防
、
カ
ン

ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に
よ
る
食
中

毒
の
予
防
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に

沿
っ
た
衛
生
管
理
の
取
り
組

み
な
ど
に
関
す
る
ご
質
問
が

あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

ふ
ぐ
の
美
味
し
い
季
節
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
の
季
節
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
消
費
者
の
方
も

多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
ふ
ぐ
に
は
強
い
毒
が
あ
り
、

ふ
ぐ
に
よ
る
食
中
毒
は
、
毎
年

全
国
で
発
生
し
て
お
り
最
悪
の

場
合
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。（
令
和
4
年
：
食
中
毒

10
件
発
生
、
死
者
1
名
）

平
成
28
年
4
月
、
名
古
屋
市

内
の
飲
食
店
に
お
い
て
、
有
毒

部
位
で
あ
る
卵
巣
を
調
理
し
て

提
供
し
た
こ
と
を
原
因
と
す
る
、

ふ
ぐ
の
食
中
毒
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。

ふ
ぐ
を
取
扱
う
際
は
次
の
こ

と
に
注
意
し
、
安
全
・
安
心
な

ふ
ぐ
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

①

ふ
ぐ
処
理
師
の
資
格
の
な

い
方
が
、
業
と
し
て
ふ
ぐ
を

処
理
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

②

未
処
理
の
ふ
ぐ
を
仕
入
れ

処
理
し
て
、
販
売
・
提
供
す

る
場
合
に
は
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

③

ふ
ぐ
の
処
理
を
す
る
営
業

者
の
方
は
、
ふ
ぐ
処
理
施
設

の
標
札
を
店
内
の
よ
く
見
え

る
場
所
に
掲
示
し
て
く
だ
さ

い
。

④

一
般
の
消
費
者
へ
、
未
処

理
の
ふ
ぐ
を
販
売
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

⑤

ふ
ぐ
の
種
類
鑑
別
を
厳
重

に
行
い
、
種
類
の
分
か
ら
な

い
ふ
ぐ
は
処
理
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥

ふ
ぐ
を
販
売
す
る
場
合
は
、

ふ
ぐ
の
種
類
や
処
理
者
氏
名

な
ど
必
要
事
項
を
適
正
に
表

示
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦

ふ
ぐ
は
種
類
に
よ
り
可
食

部
位
が
異
な
り
ま
す
。
み
が

き
ふ
ぐ
に
は
、
可
食
部
位
以

外
の
部
位
が
残
っ
て
い
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
す
べ
て
の
種
類
の
ふ

ぐ
で
肝
臓
と
卵
巣
は
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

⑧

取
り
除
い
た
有
毒
な
部
分

は
適
切
に
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

⑨

ふ
ぐ
の
仕
入
れ
・
処
理
・

販
売
を
す
る
と
き
は
、
必
要

事
項
を
記
録
し
、
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

名
古
屋
市
保
健
所
食
品
衛
生
課

電
話
₀
₅
₂
︲
₉
₇
₂
︲
₂
₆
₄
₉

令
和
5
年
度

｢

食
の
安
全･

安
心
懇
談
会｣

を

開
催
し
ま
し
た
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Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

｢

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒

予
防
強
化
期
間｣

名
古
屋
市
食
品
衛
生
協
会

支
部
「
食
品
衛
生
月
間
行
事｣

令
和
3
年
6
月
か
ら
、
改
正

食
品
衛
生
法
が
本
格
施
行
さ

れ
、
飲
食
店
や
食
品
を
販
売
す

る
事
業
者
等
は
、『
H
A
C
C
P

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
衛
生

管
理
』
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

飲
食
店
及
び
加
工
食
品
を
販

売
す
る
事
業
者
の
方
を
対
象
に
、

実
際
に
店
舗
で
使
用
で
き
る
衛

生
管
理
計
画
の
作
成
や
記
録
の

取
り
方
な
ど
、
演
習
を
交
え
た

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
対
象

飲
食
店
事
業
者
、
加

工
食
品
を
販
売
す
る
事
業
者

○
参
加
費

無
料

○
定
員

60
名
（
申
込
多
数

の
場
合
抽
選
に
よ
り
決
定
）

○
日
時

令
和
5
年
11
月
29
日
（
水
）

午
後
2
時
～
午
後
4
時

○
場
所

名
古
屋
市
獣
医
師
会
館

（
名
古
屋
市
中
区
大
須
4
丁

目
12
番
地
21
号

市
営
地
下
鉄
名
城
線

「
上
前
津｣

駅
徒
歩
3
分
）

○
内
容

①
H
A
C
C
P
の
考
え
方

を
取
り
入
れ
た
衛
生
管
理
に

つ
い
て
②
衛
生
管
理
計
画
の

作
成
に
つ
い
て
（
演
習
）

○
申
込
方
法

名
古
屋
市
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス
の
他
、次
の
事
項
を
記
入

し
て
、F
A
X
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

①
受
講
者
氏
名(

ふ
り
が
な)

②
施
設
名
③
施
設
所
在
地

④
施
設
電
話
番
号
（
F
A
X

番
号
）
⑤
参
加
票
送
付
先

（
③
と
同
じ
場
合
は
そ
の
旨
）

○
申
込
期
限

令
和
5
年
11
月
15
日
（
水
）

必
着
（
参
加
者
に
は
11
月

中
旬
に
参
加
票
を
送
付
。）

○
申
込
・
問
合
せ
先

名
古
屋
市
保
健
所
食
品
衛
生
課

電
話0

5
2
·
9
7
2
·
2
6
4
6

F
A
X

0
5
2
·
9
5
5
·
6
2
2
5

電
子
メ
ー
ル

�a2646@
kenkofukushi.

city.nagoya.lg.jp

名
古
屋
市
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

日
本
食
品
衛
生
協
会
、
各

都
道
府
県
市
食
品
衛
生
協
会

で
は
令
和
5
年
11
月
1
日
か

ら
令
和
6
年
2
月
29
日
ま
で
を

「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
予
防

強
化
期
間
」
と
し
ま
し
た
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
は
、

少
量
の
ウ
イ
ル
ス
で
感
染
す
る

こ
と
な
ど
か
ら
対
策
が
難
し
く
、

近
年
の
食
中
毒
の
大
半
を
占
め

て
い
る
厄
介
な
食
中
毒
で
す
。

食
中
毒
予
防
3
原
則
の
う

ち
「
つ
け
な
い
」
「
や
っ
つ
け

る
」
が
特
に
重
要
で
す
。
万
が

一、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
が

起
き
た
際
も
幅
広
く
補
償
が
で

き
る
「
あ
ん
し
ん
フ
ー
ド
君
」、

「
ス
ー
パ
ー
あ
ん
し
ん
フ
ー
ド

君
」（
2
0
1
8
年
1
月
制
度

改
定
）
へ
の
加
入
を
推
奨
し
ま

す
。

◎
当
協
会
で
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
食
中
毒
予
防
の
た
め
、「
基

本
は
き
っ
ち
り
手
洗
い
」
Ｐ
Ｐ

加
工
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
会
員

無
料
）
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
支
部
又
は

本
部
事
務
局
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

〔
中
川
支
部
〕９
月
23
日

「
中
川
金
魚
ま
つ
り
」
の
尾

頭
橋
公
園
に
て
、
食
中
毒
予
防

啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
は
出
店
も
多
数
出
展

し
、
沿
道
は
黒
山
の
人
だ
か

り
で
し
た
。
お
陰
様
で
、
啓

発
用
の
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は

効
果
的
に
配
布
で
き
ま
し
た
の

で
、
食
中
毒
の
予
防
を
し
っ
か

り
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
、
保
健
セ
ン

タ
ー
職
員
様
、
ど
う
も
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

4
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組
合
で
は
、
一
年
間
一
度
も

保
険
証
を
使
わ
な
か
っ
た
健
康

な
組
合
員
世
帯
を
毎
年
九
月
に

表
彰
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
表
彰
該
当
者
は
、

表
彰
日
現
在
当
組
合
に
在
籍
す

る
組
合
員
で
、
令
和
四
年
四
月

一
日
か
ら
五
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
一
年
間
、
組
合
員
の
世

帯
全
員
が
保
険
診
療
を
受
け
な

か
っ
た
組
合
員
に
対
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

甲
組
合
員
（
営
業
主
世
帯
）

で
九
八
世
帯
、
乙
組
合
員
（
従
業

員
世
帯
）
で
五
二
〇
世
帯
、
合

計
六
一
八
世
帯
の
皆
さ
ん
が
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
に
比
べ
、
甲
組
合
員

世
帯
で
六
世
帯
増
、
乙
組
合
員
世

帯
で
八
七
世
帯
減
と
な
り
、
合

計
で
八
一
世
帯
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
挨
拶

状
を
添
え
、
大
丸
松
坂
屋
百
貨

店
か
ら
カ
タ
ロ
グ
を
配
送
い
た

し
ま
し
た
。
記
念
品
は
、
そ
の

カ
タ
ロ
グ
の
中
か
ら
、
商
品
を

選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

の
医
療
扶
助
な
ど
の
公
費
医
療

2
・
2
兆
円
（
同
4
・
8
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

75
歳
未
満
で
は
、
被
用
者
保

険
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
加
入
す

る
健
康
保
険
組
合
や
協
会
け
ん

ぽ
）
が
15
・
0
兆
円
、
国
民

健
康
保
険
（
市
町
村
国
保
や
国

保
組
合
）
が
10
・
7
兆
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
一
人
当
た
り
医
療
費
の
推
移

（
表
2
）

「
全
体
」
で
は
一
年
間
で
、

36
・
8
万
円
で
す
。「
75
歳
未

満
」
は
24
・
5
万
円
。「
75

歳
以
上
」
は
95
・
6
万
円
で
、

「
75
歳
未
満
」
の
３
・
9
倍

の
医
療
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
75
歳
未
満
」
を
医
療
保
険
適

用
別
に
み
る
と
、
被
用
者
保
険

19
・
4
万
円
、
国
保
38
・
9

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

当
食
品
国
保
は
21
・
３
万
円

で
す
。

一
人
当
た
り
医
療
費
を
前

年
度
と
比
較
す
る
と
、「
全
体
」

で
は
1
・
6
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
75
歳
未
満
」

は
1
・
0
万
円
の
増
、「
75
歳

以
上
」
は
1
・
7
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
が
九
月
一

日
に
発
表
し
た
令
和
四
年
度

(2
0
2
2
年
度
）
の
概
算
医

療
費
の
動
向
に
よ
る
と
、
医
療

費
総
額
は
過
去
最
大
の
46
・

0
兆
円
と
な
り
ま
し
た
。
高

齢
化
な
ど
の
影
響
で
、
前
年

度
44
・
2
兆
円
の
医
療
費
が

1
・
8
兆
円
、
4
・
0
％
増

の
46
・
0
兆
円
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
8
年
連
続
で
40

兆
円
を
超
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
令
和
二
年
度
(2

0
2
0
年
度
）
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
３
・
1
％
減
少
す
る
一

方
、
三
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の

大
幅
減
の
反
動
な
ど
に
よ
り

4
・
6
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

概
算
医
療
費
は
、
労
災
や

全
額
自
費
診
療
等
は
含
ま
ず
、

国
民
医
療
費
の
約
98
％
に
相

当
し
ま
す
。

対
前
年
度
伸
び
率
の
4
・

0
％
の
増
の
内
訳
は
、
人
口
減

の
影
響
で
0
・
4
％
減
、
高

齢
化
の
影
響
で
0
・
9
％
増
、

診
療
報
酬
改
定
等
の
影
響
で

0
・
94
％
減
、
そ
の
他
の
影
響

が
4
・
5
％
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▼
制
度
別
医
療
費
の
推
移

（
表
1
）

わ
が
国
の
医
療
費
の
総
額

46
・
0
兆
円
の
内
訳
を
み
ま

す
と
、
①
75
歳
未
満
は
25
・

8
兆
円
（
全
体
の
56
・
1
％
）、

②
75
歳
以
上
は
18
・
0
兆
円

（
同
39
・
1
％
）、
③
生
活
保
護

～
令
和
四
年
度
概
算
医
療
費
～

46･

0
兆
円
、
過
去
最
大
を
更
新

前
年
度
比
4･

0
％
増

～
健
康
家
庭
表
彰
～

六
一
八
世
帯
表
彰

前
年
度
よ
り
八
一
世
帯
減

表₁　制度別医療費の推移
（単位：兆円)

総計

医療保険適用

公費75歳未満 75歳以上

被用者
保険

国民健
康保険

(再掲)
未就学者本人 家族

201８年度 42. 6 24. 0 13. 1 7. 1 5. 3 10. 9 1. 4 16. 4 2. 1

2019年度
(構成割合)

43. 6 24. 4 13. 5 7. 4 5. 3 10. 9 1. 4 17. 0 2. 2

(100％) (55. 9%) (31. 0％) (17. 0％) (12. 2％) (24. 9％) (3. 2％) (39. 1％) (5. 0％)

2020年度
(構成割合)

42. 2 23. 5 13. 0 7. 3 4. 8 10. 5 1. 1 16. 6 2. 1

(100％) (55. 6％) (30. ８％) (17. 3％) (11. 4％) (24. ８％) (2. 7％) (39. 4％) (5. 1％)

2021年度①
(構成割合)

44. 2 25. 0 14. 1 7. 9 5. 2 10. 8 1. 3 17. 1 2. 2

(100％) (56. 5％) (32. 0％) (17. 9％) (11. 9％) (24. 5％) (3. 0％) (3８. 6％) (4. 9％)

2022年度②
(構成割合)

46. 0 25. 8 15. 0 8. 4 5. 6 10. 7 1. 4 18. 0 2. 2

(100％) (56. 1％) (32. 7％) (1８. 4％) (12. 2％) (23. 3％) (3. 1％) (39. 1％) (4. ８％)

②－① 1. 76 0. 80 0. 91 0. 52 0. 36 △ 0. 11 0. 09 0. 91 0. 05

表₂　１人当たり医療費の推移
（単位：万円)

総計

医療保険適用

75歳未満 75歳以上
被用者
保険

国民健
康保険

(再掲)
未就学者本人 家族

201８年度 33. 7 22. 2 16. 9 16. 0 16. 6 35. 3 21. 9 93. 9

2019年度 34. 5 22. 6 17. 3 16. 5 16. 8 36. 4 21. 8 95. 2

2020年度 33. 5 21. 9 16. 7 16. 2 15. 5 35. 8 18. 1 92. 0

2021年度 35. 2 23. 5 18. 2 17. 4 17. 2 37. 9 22. 1 93. 9

2022年度 36. 8 24. 5 19. 4 18. 4 18. 8 38. 9 24. 5 95. 6
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組
合
員
（
被
保
険
者
）
の

皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
当
食
品
国
保
は
、
二
カ

月
連
続
し
て
、
同
じ
効
能
・

効
果
を
も
つ
お
薬
を
二
つ
以

上
の
医
療
機
関
か
ら
処
方
さ

れ
て
い
る
方
に
服
薬
情
報
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

複
数
の
医
療
機
関
に
受
診

し
、
薬
を
多
く
服
薬
し
て
い

る
方
は
、
薬
の
効
能
が
重
複

し
、
健
康
を
害
す
る
お
そ
れ

も
あ
り
ま
す
。
健
康
を
守
る

た
め
、｢

お
薬
手
帳
」
を
活
用

し
て
、
服
薬
情
報
を
ま
と
め
、

薬
剤
師
さ
ん
へ
相
談
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

︽
病
院
や
診
療
所
、
歯
科
医

院
、
薬
局
に
行
く
時
は
、｢

お

薬
手
帳
」
を
必
ず
持
参
し
ま

し
ょ
う
！
︾

・
こ
の
手
帳
を
見
せ
れ
ば
、

あ
な
た
の
服
薬
状
況
を
明

｢

服
薬
情
報
の
お
知
ら
せ｣

を
受
け
取
っ
た
方
に

確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
も

役
立
ち
ま
す
。

︽
お
薬
手
帳
は
１
冊
に
ま
と

め
ま
し
ょ
う
！
︾

・
複
数
の
医
療
機
関
に
か

か
っ
て
い
る
場
合
で
も
、

お
薬
手
帳
は
1
人
1
冊
に

ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

・
お
薬
手
帳
を
忘
れ
た
時
に

も
ら
え
る
お
薬
手
帳
シ
ー

ル
は
、
忘
れ
ず
に
お
薬
手

帳
に
貼
り
ま
し
ょ
う
。

︽
あ
な
た
が
使
っ
た
薬
の
記

録
を
残
し
ま
し
ょ
う
！
︾

・
飲
み
残
し
て
い
る
薬
が
あ

る
場
合
は
、
薬
の
名
前
や

余
っ
て
い
る
数
を
記
録
し

ま
し
ょ
う
。

・
薬
に
つ
い
て
の
不
安
や
疑

問
、
薬
の
使
用
後
に
気
に

な
る
症
状
が
あ
る
場
合
も

記
録
し
ま
し
ょ
う
。

・
市
販
薬
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、

健
康
食
品
も
記
録
し
ま

し
ょ
う
。

︽
か
か
り
つ
け
薬
局
・
薬
剤

師
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！
︾

・
複
数
の
医
療
機
関
で
出
さ

れ
た
処
方
せ
ん
も
、
1
カ

所
の
「
か
か
り
つ
け
薬

局
」
に
持
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

・�｢

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
」
は
、

あ
な
た
の
健
康
を
ト
ー
タ

ル
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

糖
尿
病
性
腎
症
は
、
糖
尿
病

の
合
併
症
で
す
。
糖
尿
病
性
腎

症
の
場
合
、
急
に
尿
が
出
な
く

な
る
の
で
は
な
く
、
段
階
を
経

て
病
気
が
進
行
し
ま
す
。
で
き

る
だ
け
早
く
発
見
し
、
適
切
な

治
療
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

特
定
検
診
を
受
け
て
早
め
の
発

見
を
。

糖
尿
病
性
腎
症
が
原
因
で
透

析
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
人

が
、
全
透
析
患
者
の
う
ち
44
・

1
％
と
最
も
多
い
割
合
を
占
め

て
い
ま
す
。

特
定
健
康
診
査

を
受
け
ま
し
ょ
う

服
薬
情
報
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

6
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◇
百
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、

９
万
２
１
３
９
人

百
歳
以
上
の
高
齢
者
数

は
、
年
々
急
速
に
増
え
て
い

ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
資
料

に
よ
れ
ば
、
老
人
福
祉
法
が

制
定
さ
れ
た
一
九
六
三
年

（
昭
和
三
八
年
）
に
は
全
国

で
1
5
３
人
で
し
た
が
、
八

一
年
（
同
五
六
年
）
に
は
1

千
人
を
超
え
、
九
八
年
（
平

成
一
〇
年
）
に
は
1
万
人
を

超
え
ま
し
た
。
二
〇
一
二
年

（
同
二
四
年
）
に
5
万
人
を

超
え
、
本
年
は
9
万
2
1
３

9
人
（
前
年
は
、
9
万
5
2

6
人
で
前
年
比
＋
1
6
1
３

人
）
と
な
り
ま
し
た
。

男
女
別
に
み
ま
す
と
、
女

性
が
1
4
2
8
人
増
の
8
万

1
5
8
9
人
と
な
り
、
全
体

の
約
8
8
・
5
％
を
占
め
、

男
性
は
1
8
5
人
増
の
1

万
5
5
0
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
女
性
は

男
性
の
7
・
7
３
倍
の
人
が

百
歳
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
表
①
参
照
）
。

人
口
十
万
人
当
た
り
人

数
は
、
西
日
本
で
多
い
傾

向
が
以
前
か
ら
続
い
て
お

り
、
今
回
も
上
位
は
中
国
地

方
以
西
の
各
県
が
占
め
て
い

ま
す
。
第
一
位
は
島
根
県
の

1
5
5
・
1
7
人
（
前
年
同

県
で
1
4
2
・
4
1
人
）
で
、

二
位
は
高
知
県
の
1
4
6
・

0
1
人
（
前
年
同
県
で
1
３

6
・
8
4
人
）
、
三
位
は
鳥

取
県
の
1
2
6
・
2
9
人

（
前
年
同
県
で
1
３
2
・
6

0
人
）
で
す
。
一
方
、
最
も

少
な
か
っ
た
の
は
、
埼
玉
県

の
4
4
・
7
9
人
（
前
年
同

県
で
4
３
・
6
2
人)

、
次
い

で
愛
知
県
で
４
７
・
６
９
人

（
前
年
同
県
で
４
４
・
７
８

人
）
、
次
い
で
、
千
葉
県
で

5
0
・
2
2
人
（
前
年
同
県

で
5
0
・
9
8
人
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

日
本
国
内
の
最
高
齢
者
は
、

女
性
で
、
大
阪
府
柏
原
市
在

住
の
巽
（
た
つ
み
）
フ
サ
さ

ん
1
1
6
歳
で
、
男
性
の
最

高
齢
者
は
、
千
葉
県
館
山
市

在
住
の
薗
部
儀
三
郎
さ
ん
1

1
1
歳
で
し
た
。

◇
今
年
度
中
に
百
歳
に
な
り

表
彰
さ
れ
た
高
齢
者
は
、
４

万
７
１
０
７
人

百
歳
高
齢
者
表
彰
の
対
象

と
な
る
高
齢
者
は
、
今
年
度

中
に
百
歳
に
到
達
し
、
又
は

到
達
見
込
み
の
方
で
「
老
人

の
日｣

（
九
月
十
五
日
）
に
ご

存
命
の
方
で
す
。

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
お
祝

い
状
及
び
記
念
品
（
銀
杯
）

を
贈
呈
さ
れ
る
高
齢
者
は
、

九
月
一
日
現
在
で
、
4
万
7

1
0
7
人
（
前
年
度
に
比
べ

1
9
6
6
人
増
加
）
に
な
る

と
、
厚
生
労
働
省
は
、
九
月

十
五
日
（
金
）
に
発
表
し
ま

し
た
。

百
歳
で
表
彰
対
象
と
な
る

高
齢
者
は
、
女
性
が
4
万
３

8
0
人
（
前
年
比
1
4
5
8

人
増)

、
男
性
が
6
7
2
7
人

（
前
年
比
5
0
8
人
増
）
で
、

女
性
が
男
性
の
約
6
・
0
倍

（
前
年
約
6
・
6
倍
）
で
し

た
。ま

た
、
都
道
府
県
別
で
は
、

東
京
の
３
6
8
6
人
が
最
多

で
、
次
い
で
神
奈
川
県
2
5

0
6
人
、
三
位
大
阪
府
2
３

7
6
人
、
四
位
北
海
道
2
３

5
7
人
、
五
位
福
岡
県
1
9

8
6
人
、
六
位
兵
庫
県
1
9

6
8
人
と
続
き
、
愛
知
県
は

１
８
０
５
人
で
七
位
で
し
た
。

＊
老
人
福
祉
法
で
は
、

「
国
民
の
間
に
広
く
老
人
の

福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
老

人
に
対
し
自
ら
の
生
活
の
向

上
に
努
め
る
意
欲
を
促
す
」

た
め
、
九
月
十
五
日
を
「
老

人
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

百
歳
以
上
高
齢
者

前
年
よ
り
１
６
１
３
人
増

表①　男女別百歳以上高齢者数の年次推移

年　次 男 女 計 女 性 の 占
め る 割 合

平 均 寿 命
男 女

人 人 人 ％ 年 年
平成　25年

26年

27年

28年

29年

30年

令和　元年

₂年

₃年

₄年

₅年

6, 791

7, 5８6

7, ８40

８, 167

８, 192

８, 331

８, 464

9, 475

10, 060

10, 365

10, 550

47, 606

51, 234

53, 72８

57, 525

59, 579

61, 454

62, ８10

70, 975

76, 450

８0, 161

８1, 5８9

54, 397

5８, ８20

61, 56８

65, 692

67, 771

69, 7８5

71, 274

８0, 450

８6, 510

90, 526

92, 139

８7. 5

８7. 1

８7. 3

８7. 6

８7. 9

８８. 1

８８. 1

８８. 2

８８. 4

８８. 6

８８. 5

８0. 21

８0. 50

８0. 79

８0. 9８

８1. 09

８1. 25

８1. 41

８1. 64

８1. 47

８1. 05

―

８6. 61

８6. ８3

８7. 05

８7. 14

８7. 26

８7. 32

８7. 45

８7. 74

８7. 57

８7. 09

―
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医
療
機
関
で
医
師
か
ら
処

方
さ
れ
る
薬
は
、
先
発
医
薬
品

(

新
薬
）と
後
発
医
薬
品（
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）
が
あ
り
ま

す
。
新
薬
に
は
20
～
25
年
の
特

許
期
間
が
あ
り
、
特
許
期
間
中

は
そ
の
薬
を
開
発
し
た
製
薬
会

社
だ
け
が
製
造
・
販
売
す
る
権

利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
特
許
期
間
が
満
了

に
な
る
と
、
他
の
製
薬
会
社
も

同
じ
有
効
成
分
を
配
合
し
た
薬

を
製
造
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
の
際
、
開
発
コ
ス
ト
が

か
か
ら
な
い
た
め
、
新
薬
と
比

べ
て
安
く
製
造
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、

新
薬
と
同
じ
よ
う
に
、
薬
事
法

に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
の

承
認
を
受
け
た
医
薬
品
で
す
。

厳
し
い
審
査
で
、
品
質
、
有
効

性
、
安
全
性
な
ど
が
新
薬
と
同

等
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
な
か
に
は
よ

り
飲
み
や
す
く
す
る
た
め
の
工

夫
を
加
え
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

薬
を
処
方
す
る
の
は
医
師
で

す
が
、
患
者
は
新
薬
よ
り
も
価

格
の
安
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
使
用
を
医
師
に
お
願
い
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
食
品
国
保
の
皆
さ
ん
の

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
最
新

の
使
用
割
合
は
、
８4
・
44
％
で

す
。ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使

用
割
合
を
増
や
し
て
、
薬
代
の

負
担
を
軽
く
し
ま
し
ょ
う
。

～
「
処
方
箋
」
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。
～

患
者
の
意
思
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
選
べ
ま
す
。

現
在
の
「
処
方
箋
」
に
は
、

新
薬
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
「
変
更
不
可
」
の
欄
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
変
更
不
可
」
欄
に
、｢

✓
」

又
は
「
×
」
が
な
く
、｢

保
険

医
署
名
」
欄
に
、
薬
を
処
方
し

た
医
師
の
署
名
又
は
記
名
・
押

印
が
な
け
れ
ば
、
患
者
の
意
思

で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
薬
局
の
薬
剤
師
に

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
で
お
願
い

し
ま
す
。」
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で

～
薬
代
の
負
担
が
軽
く
な
る
～

わ
が
国
の
総
人
口
は
、
総

務
省
統
計
局
の
令
和
五
年
九
月

二
十
日
発
表
に
よ
る
と
、
本
年

四
月
一
日
現
在
（
確
定
値
）
は
、

総
人
口
1
億
2
4
5
5
万
4
千

人
と
な
り
、
前
年
同
月
に
比
べ
、

51
万
7
千
人
減
少
し
ま
し
た
。

一
方
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
（
以
下
「
高
齢
者
」
と
い
い

ま
す
。
）
の
人
口
は
、
一
九
五

〇
年
（
昭
和
二
十
五
年
）
以
降
、

増
加
し
続
け
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
前
年
よ
り
4
万
人
減
少

の
３
6
1
9
万
8
千
人
（
前
年

３
6
2
３
万
8
千
人
）
と
な
り
、

総
人
口
1
億
2
4
5
5
万
4
千

人
（
前
年
1
億
2
5
0
7
万
1

千
人
）
に
占
め
る
割
合
は
29
・

1
％
で
、
人
口
は
減
少
し
ま
し

た
が
、
割
合
は
過
去
最
高
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
75
歳
以
上

（
後
期
高
齢
者
）
の
人
口
は
、

1
9
7
5
万
5
千
人
（
前
年
1

9
0
0
万
1
千
人
）
で
総
人
口

に
占
め
る
割
合
15
・
9
％
（
前

年
15
・
2
％
）
で
、
過
去
最
高

と
な
り
ま
し
た
。

総
人
口
を
男
女
別
に
み
ま

す
と
、
男
性
は
6
0
5
7
万
2

千
人
（
前
年
6
0
7
9
万
5
千

人
）
、
女
性
は
6
３
9
8
万
３

千
人
（
前
年
6
4
2
7
万
6
千

人
）
で
し
た
。

人
口
性
比
（
女
性
1
0
0

人
に
対
す
る
男
性
の
数
）
は

94
・
67
と
な
り
、
女
性
が
男
性

よ
り
３
4
1
万
1
千
人
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

恒
例
の
業
態
組
合
長
会
は
、

左
記
の
と
お
り
、十
二
月
に
、名

古
屋
市
内
地
区
と
市
外
地
区

を
同
時
に
、「
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス（
名
古
屋
市
中
区
錦
三

丁
目
）」で
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
組
合
長
会
で
は
、食
品

国
保
の
現
況
等
の
報
告
と
四

年
度
保
険
料
納
付
成
績
優
秀

業
態
組
合
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

重
要
な
報
告
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、万
障
お
繰
り
合
わ
せ

の
上
、是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◆
業
態
組
合
長
会

令
和
五
年
十
二
月
六
日
（
水
）

午
後
二
時
三
〇
分
か
ら

名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

（
名
古
屋
市
中
区
錦
三
丁
目

一
一
―
一
三
）

｢

業
態
組
合
長
会
」１2

月
6
日(

水)

開
催

～
6５
歳
以
上
の
高
齢
者

総
人
口
の
2９
・
１
％

３
６
１
９
・
８
千
人
～
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